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け
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銑

釜

気

銃

刀

剣

類

@
鉄
砲
、
刀
顛
を
持
つ
E
は酔町
一
て
お
り
ま
す
.

可
長
官
官
り
ま

す

.

一

@

車
問
見
届
出
運
動
期
間

現
銃
‘

空
気
銃
、
創
、
や
-
、

一警
察
で
は
と
白
た
U
、
七
月
一

な
ぎ
な
た
、
な

E
二
信
白
人
が

一日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
m

持
つ
に
は
法
律
に
よ
っ
て
許
可
一期
間
を
『
銃
砲
刀
餌
類
発
見
届
一

を
受
け
る
か
、
聖
録
し
な
け
れ
一
出
釦
英
運
動
』
と
定
め
・
畳
録
一

ば
な
り
ま
せ
ん
.

一E
U許
可
白
取
得
に
努
め
て
い

ま
た
変
装
銑
砲
、
万
魁
穎
と
一ま
す
@
で
、
己
@
蝿
明
会
に
阜
〈

い
っ
て
、
な
な
E
E
仕
込
ん
で
一属
け
出
る
と
と
を
指
奨
め
い
た

作
り
鉄
砲
や
刀
白
よ
う
に
、
外
一し
ま
す
.

部
か
ら
見
た
だ
け
で
万
や
鉄
砲

と
は
忌
わ
れ
な
い
よ
う
な
も
む

は
.
維
で
も
持
つ
乙
と
は
、
で

き
ま
せ
ん
.
持
っ
て
い
る
と
大

変
重
〈
劉
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
.

@
発
見
し
た
ら
E
う
す
る
か
.

ま
ず
警
察
に
届
出
る
こ
と
で
す

た
ま
た
ま
て
揺
除
、
改
築
、
土

晶
白
遺
品
野
理
を
し
た
と
き
な

E
.
タ

y
z
晶、u
R
持
巴
中
と
か

天
井
荘
、
は
り
品
上
な
ど
か
ら

今
ま
で
判
ら
な
か
っ
た
温
銃
、

空
気
銃
晶
、
性
胞
か
ら
伝
わ
っ
た

刀
ぞ
ャ
，
な
ど
が
出
て
者
た
と

き、

自
軍
隊
時
代
に
持
っ
て
.

し
ま
い
忘
れ
て
い
た
け
ん
雄
前
干

、
そ
の
た
ま
な
ど
が
い出
で
き
た

と
き
、
又
は
道
T

畠
で
拾
っ
た

よ
う
な
睡
告
は
す
〈
近
〈
白
容

祭
壇
法
出
所
、
駐
在
所
に
届

け
出
る
こ
と
で
す
・

警
察
で
は
、
自
発
的
v
h

届
け
出

た
人
が
引
6
続
い
て
持
ち
た
い

と
い
う
と
き
に
は
、
出
律
四
定

め
る
許
可
又
は
、
量
録
臼
手一
誌

を
詳
し
〈
敬
え
る

こ
こ
に
な
っ
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七
月
は
所
得

S
E予
定
納
混
一
た
民
績
が
少
な
〈
な
る
と
見
込
二
な
り
ま
す
，

4

1
2
1
岡
阿
君
司
1
恥

E-z-

=

白
月
で
す
.

」
ま
れ
る
方
は
説
額
申
請
が
で
き
一

今
年
に
な
っ
て
新

L
4事
業
一

aun噌
盲

4
m
d
E世
智

-
b

に

一

こ

こ

で

Z
Yと
し
て
お
か
一
ま
す
.

一

を
リ詰
め
た
人
位
、
七
月
厄
予
定
一

E
}
:
'
:
一

民

ヨ

一

な
い
と
、
来
年
三
月
白
確
定
申
一

六
月
中
に
休
業
.
廃
業
‘
病
一
申
告
と
予
定
一朝
誌
を
す
る
岳
要
一

M
U
f
a
d
e
-』
1
0
一

-F
一

昔
即
時
に
苦
し
〈
な
り
ま
す
.
一気

t
E
特
別
事
情
巴
よ
り
所
得
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
輔
婿
『

一

・

〉

一

畑
氏

一

あ

な
た
白
梅
手
併
に
は
予
定
一が
様
る
人
は
七
月
-
自
由
状
況
品
申
出

τ下
さ

い

.

一

z，

、

一

引
引

土

納
誌
額
由
通
知
書
が
届
い
て
い
一
で
見
積
っ
て
七
月
十
五
日
ま
で
一

納
期
に
な
っ
て
あ

b
tぬ
た
一

一

蛍
4

一

る
こ

と
と
恩
い
ま
す
が
・
こ
れ
一足
取
精
曹
を
出
す
こ
と
が
露
三
め
に
は
、
納
品
目
貯
蓄
組
合
に
加
一
貯
蓄
令
す
る
の
に
、
な
に
も
一

ま

一

に
書
い
て
あ
る
-
期
分
の
設
額
一ら
れ
て
い
ま
す
・

一入
す
る
な
E
、
平
素
か
ら
由
心
一組
合
ま
で
樟
俳
句
な
〈
て
も
よ
い
一

け

一

を
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め
一
読
書
由
通
知
額
よ
り
自
分
7
か
け
が
肝
腎
で
す
・
一
宅
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
は
一

親
E

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

-の
見
積
額
が
多
〈
な
る
人
は
七

Tillit--111一
こ
@
ご
ろ
泥
ん
だ
ん
改
め
ら
れ
一

元
d

一

期
限
民
連
れ
ま
す
と
利
子
続
一月
中
に
予
定
申
告
を
し
て
・

一曲
野
草
を
剰
用
し
ま
し
ょ
う
・
一て

来

て

い

ま

す

・

一

日
前

一

?

を

余
分
に
納
め
な
け
れ
ば
一予

言

霊

を

ふ

や

し
て
納
鼠
一

塁

2
か
に
も
、
牧
草
に
一

そ
れ
は
.
次
の
よ
う
な
姐
果
一

定

一

な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
・

一劣
ら
な
い
日

E
の
栄
養
価
を
も

Eな
さ
ん
に
認
め
ら
れ
て
乏

い'
，
E

ょ
う
・

一

こ
う
し
て
脂
き
ま
す
と
.
稽
-
っ
た
‘
E
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
t
か
ら
で
す
.

一

耳
』

=

震
窃
煙
か
ら
通
知
さ
れ
た
干
一定
階
告
の
時
に
一
度
に
多
額
の
一刈
取
り
由
時
期
、
乾
草
E
作
り
一

て
お
互
@
岡
田
力
に
よ
っ
て
一

=

定
嗣
麓
額
よ
り
自
分
で
見
曹
つ

一罰
金
を
紡
め
る
苦
労
が
少
な
〈
一
方
・
あ
る
い
は
，
イ

ν
1
0
利
一
眼
と
喧
で
は
賓
行
L
E
t
-

I
l
l
i
-
-
I
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-用白
方
法

t
E
?ん
て
.
野
草
一
い
清
貴
申
節
約
が
哩
曹
三

一
串
利
用
を
動
果
的
に
す
る
よ
う
一
三
晶
画
担
告
を
通
C
て
毎
固
ま
一

マ

農

事

メ

モ

ム

一に
聾
め
ま
し
ょ
う
・
一
た
は
毎
局
続
け
貯
蓄
酬
で
一

一@
故
敬
す
る
と
き
申
乳
牛
一
き
・

L
だ
い
巴
野
蓄
高
が一

A
4
3
3
)
重
之

'cr
陰

竜

一

白
取
E

置
い
・

一

増

え

る
こ
と
に
よ
っ
て
貯
一

，

t
E大

σe
凶
彦

U
I
ヨ

河

一

乳
牛
を
放
牧
す
る
と
き
は
、

一

書
『
@
興
味
が
湧
夫
習
一

-

d

'

・
ι

i

一曲
目
症
を
お

こ
さ
な
い
よ
う
巨
水
一
慣
胡
に
も
一
な
り
ま
す
.

一

一を
十
分
に
め
ま
せ
、
院
事
や
サ
一
三
‘
組
合
を
通
じ
て
行
わ
れ
一

水
稲
い
も
ち
病
、
ニ
化
め
い

一剤
、
銅
剤
な
E
を
使
用
し
て
下
一イ

ν
l
v
を
与
え
て
か
ら
政
牧
一

事
貯
世
之
、
消
費
に
向
う
一

ち
ゅ
う
、
馬
鈴
し
よ
疫
咽
な
ど
一さ
い
.

一し
た
り
、
時
間
を
き
め
る
己
と
一

対
童
が
貯
蓄
さ
れ
る
勿

T
一

白
病
害
虫
白
防
除
と
亜
麻
・
姿
一

ま
た
二
化
め
い
ち
ゅ
う
も
瀬
一
が
た
い
せ
つ
き
す
。

一

感

性

白

イ

Y
7
ν

を
防
ぐ
一

顕
な
E
夏
作
物
白
牧
謹
を
適
期
一
増
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
担
で
二
ま
た
青
草
に
は
加
墨
分
が
多一

白

E
喧

立

つ

・

一

に
行
い
ま
し

ょ

う

・

一

廼
剤
散
布
時
期
を
七
月
申
1
下
一〈
.
塩
由
要
求
量
が
罫
〈
な
り
一

回
、
貯
蓄
組
合
白
活
動
士
通
一

一

北
海
道
で
は
平
茸
由
い
も
も
一旬
に
お
ミ
ホ
，
rr
t

ル
粉
剤
一
ま
す
か
ら
、
各
自
倍
〈
ち
い

e
一

巳
て
ほ
か
に
よ
、
刺
磁
を
一

病
の
初
発
生
は
大
体
七
月
上
旬
一
E
P
W
粉
剤
、
B
H
C
粉
剤
(
一塩
を
与
え
ま
し
主
う
.

一

与

え

て

ご
抗
ろ
貯
蓄
町
増
一

末
か
ら
申
句
に
な
っ
て
い
ま
三

r
三
百
)
を
一
b
ア
ー
ル
当
り
一

一

却
に
役
立
つ
.
“W
E
b
-る一

穏
擦
に
は
揖
数
の
病
院
が
品目一三
l
四
キ
2

グ
ラ
ム
を
株
際
を

一

貯
蓄
組
合
に
は
.
唱
域
量
告
一

年
し
て
今
年
の
第
一
次
発
生
産
一
世
象
と
し
て
散

布

し

て

下

さ

い

合

命

妄

域

組

告

、

団

体
組
宅
学
生
一

な

主
す
か
ら
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